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 木材は、比ヤング率や比強度が高く加工がきわめて容易なことから住宅や家具等の部材として古くか
ら利用されてきた。しかしながら、木材は優れた特性をもつ反面、水や湿気によって寸法変化を起こし
たり、 腐る、シロアリの食害を受けるなどの欠点をもち、その利用に制限がある。これまで、こうし
た木材の欠点を改善するため様々な研究開発が行われてきたが、木材とプラスチックの複合材料化は一
つの優れた手法である。
 混練型木材－プラスチック複合材（WPC、Wood Plastic Composite）は、疎水性のプラスチックが親水
性の木材を被覆するカプセル効果により吸湿・吸水が抑制され、短期的には高い寸法安定性や耐腐朽性
が得られる。しかしながら、混練型WPCの長期に渡る屋外使用では、水分が徐々に木材中に浸透し変形
や腐朽を発生させることが近年報告されるようになり、問題となるケースがでてきた。
 本研究では、寸法安定性や耐久性に優れた混練型WPCを開発することを目的に、リグニンや改質木材の
利用を進めている。
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研究の独自性・アピール点

木質廃材、廃プラスチック、木材-プラスチック複合材料、リサイクル、耐久性

期待される成果・波及効果
寸法安定性や高耐久性が要求される電気自動車関連部品や土木・建築資材など、従来の使用分野を広げ
る新規分野への材料供給を目指している。
また、県内企業との連携を積極的に進め、研究成果の実用化を進めている。
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本研究は、高耐久性WPCの原料となる木粉を従来とは異なった2つの方法により調製している。その一つ
は、バイオエタノールの製造プロセスから排出されるリグニンであり、もう一つは、粉砕と同時に木材
中の水酸基を疎水性の官能基に置換した化学修飾木粉である。
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